
                                                               

特集   令和元年度学校基本調査の結果（速報）                 
                                                                                    

                                                 長崎県県民生活部統計課

本調査は文部科学省の統計調査で、学校教育行政に必要な学校に関する基本的事項で

ある学校数、在学者数、教職員数、卒業者数等の状況を明らかにするため、昭和２３年か

ら毎年５月１日現在で実施している基幹統計です。                 

本県に係る調査結果の概要は、以下のとおりです。

令和元年度学校基本調査結果の概要

Ⅰ．学校の基本的事項

  １．総括

     令和元年度の学校数は860校で、前年度より2校増加（幼保連携型9園増、幼稚園4園
減等）している。在学者については168,712人で、前年度より2,234人減少している。

      幼稚園の園児数は8,757人で、平成27年度に創設された幼保連携型認定こども園に移行

した影響もあり、前年度に比べ674人(7.1%)減少した。

幼保連携型認定こども園の園児数は11,041人で、前年度に比べ1,018人(10.2%)と増加した。

   小学校の児童数は70,472人で、前年度に比べ805人(1.1%)減少し、昭和56年度以降39

年連続の減少となった。

   中学校の生徒数は35,982人で、前年度に比べ519人(1.4%)減少し、昭和62年度以降33

年連続の減少となった。

    高等学校の生徒数(全日制・定時制)は36,604人で、前年度に比べ1,090人(2.9%)減少し、平

成3年度以降29年連続の減少となった。

  



                

                      

                                       

２．幼稚園

（１）園数

    幼稚園数は110園で、前年度より4園減少した。

（２）園児数

園児数は8,757人（男子4,505人、女子4,252人）で、前年度より674人（男

269人、女405人）減少した。

  （３）教員数

     教員数（本務者）は909人で前年度より32人減少し、教員１名あたりの園児

数は9.6人であった。

３．幼保連携型認定こども園

（１）園数

    こども園数は90園で、前年度より9園増加した。

（２）園児数

園児数は11,041人（男子5,723人、女子5,318人）で、前年度より1,018人（男

563人、女455人）の大幅な増加となった。



  （３）教員数

     教員数（本務者）は1,823人で、前年度より163人増加し、教員１名あたりの園

児数は6.1人であった。

４．小学校

  （１）学校数

     小学校の学校数は329校（国立1校、公立322校、私立6校）で、前年度より1校

減少した。

  （２）児童数

     児童数は70,472人（男子36,111人、女子34,361人）で、前年度より805人（男子

360人、女子445人）減少した。

（３）教員数

     教員数（本務者）は5,376人で、前年度と変らず、教員１名あたりの児童

数は13.1人であった。

  

５．中学校

（１）学校数

     中学校の学校数は189校（国立1校、公立173校、私立15校）で、前年度と同数(公

立1校減、私立1校増)であった。

（２）生徒数

     生徒数は35,982人（男子18,468人、女子17,514人）で、前年度より519人（男子

229人、女子290人）減少した。

（３）教員数

     教員数（本務者）は3,299人で、前年度より15人減少し、教員１名あたりの

生徒数は10.9人であった。



６．高等学校

（１）学校数

     高等学校の学校数は79校（公立57校、私立22校）で前年度と同じであった。

  （２）生徒数

     生徒数は36,604人（男子18,568人、女子18,036人）で、前年度より1,090人（男

子548人、女子542人）減少した。

  （３）教員数

     教員数（本務者）は3,159人で、前年度より12人減少し、教員１名あたりの

生徒数は11.6人であった。

  

７．特別支援学校

（１）学校数

     特別支援学校の学校数は17校（国立1校、公立16校）で、前年度より1校減少し

た。

（２）在学者数

     在学者数は1,689人（男子1,096人、女子593人）で、前年度より24人（男子25人

増、女子1人減）増加した。

（３）教員数

教員数（本務者）は1,067人で、前年度より11人減少し、教員１名あたりの生徒

数は1.6人であった。



８．専修学校

（１）学校数

     学校数は38校で、前年度より1校減少した。

（２）生徒数

     生徒数は3,935人（男子1,582人、女子2,353人）で、前年度より168人（男子

106人、女子62人）減少した。

９．各種学校

（１）学校数

     学校数は6校で、前年度と同じであった。

（２）生徒数

     生徒数は180人（男子120人、女子60人）で、前年度より23人（男子16人、女子

7人）減少した。



Ⅱ．中学校及び高等学校卒業後の状況

１．中学校

  （１）卒業者数

     平成31年3月の中学校卒業者数は12,432人（男子6,327人、女子6,105人）で、

前年度に比べ253人(2.0％) 減少した。

  

（２）卒業者の状況

     卒業者を状況別にみると、高等学校等進学者（注１）12,318人、専修学校等進学者

26人（専修学校高等課程進学者6人、専修学校一般課程入学者2人、公共職業能力開発

施設等入学者18人）、就職者33人（就職進学者3名を含む。）、その他58名となってい

る。

（３）高等学校等進学者

      高等学校等進学者数は12,318人（男子6,253人、女子6,065人）で、前年度に比べ

279人(2.2％) 減少した。

高等学校等進学率は99.1％（男子98.8%、0.2ﾎﾟｲﾝﾄ減、女子99.3%、0.3ﾎﾟｲﾝﾄ減）

で、前年度より0.2ポイント下降した。

（４）就職者

       就職者総数（注２）は、33人で、前年度より7人増加した。

就職率は0.3％で、前年度より0.1ポイント上昇した。

（注１）高等学校等への進学者数

        高等学校の本科(全日制・定時制及び通信制)及び別科、高等専門学校、特別支援学校高等部の本科

    及び別科へ進学した者をいう。また、進学して同時に就職した者も含む。

   （注２）就職者総数

     就職者と高等学校等進学者、専修学校（高等課程）進学者、専修学校（一般課程)等入学者、公共

    職業能力開発施設等入学者のうち就職している者を含んだ総数。

  

  



２．高等学校

（１）卒業者数

     平成31年3月の高等学校(全日制・定時制)卒業者数は12,289人（男子6,255人、

女子6,034人）で、前年度に比べ451人(3.5％)減少した。

     

（２）卒業者の状況

          卒業者を状況別にみると大学等進学者（注３）5,578人、専修学校等進学者2,907人

（専修学校専門課程進学者2,056人、専修学校一般課程入学者636人、公共職業能力開

発施設等入学者215人）、就職者3,583人(就職進学者32人を含む。)、その他253人と

なっている。なお、就職者(E)のうち県内就職者(F)は2,190人で、その比率（県内就

職率(F)/(E)）は61.1%となり、前年度を下回ったものの過去3番目の高さとなった。

※ 就職状況の推移は表11及び統計表（23頁）を参照

（注３）大学等進学者数

       大学(学部)、短期大学(本科)、大学・短期大学の通信教育部、大学・短期大学(別科)、高等学校(専攻科)

       及び特別支援学校高等部(専攻科)に進学した者をいう。また、進学して同時に就職した者も含む。

（３）大学等進学者

大学等進学者数は5,578人（男子2,504人、女子3,074人）で、前年度に比べ

160人(2.8％)減少した。

     大学等進学率は45.4％（男子40.0%、0.9ﾎﾟｲﾝﾄ減、女子50.9%、1.6ﾎﾟｲﾝﾄ増）と

前年度に比べ0.4ポイント上昇した。

   



（４）就職者

就職者総数（注４）は、3,583人で、前年度に比べ202人(5.3％) 減少した。

    就職率は29.2％と、前年度に比べ0.5ポイント低下した。

      就職者の県内就職率は61.1％で、前年度に比べ0.8ポイント低下した。

      （注４）就職者総数

         就職者と大学等進学者、専修学校(専門課程)進学者、専修学校(一般課程)等入学者、公共職業能力開発施設等入学

      者のうち就職している者を含んだ総数。


